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「
学
び
の
海
へ
こ
ぎ
出
そ
う
！
」
と
い

う
大
会
イ
メ
ー
ジ
の
中
、

物
語
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
期
待
感
に
溢
れ

た
曲
、

楽
曲
と
と
も
に
歌
っ
て
皆
で
踊

れ
る
沖
縄
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
合

わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
曲
、

復
帰
三
十
周

年
を
一
つ
の
節
目
に
し
て
、
新
た
な
沖
縄

の
ス
タ
ー
ト
を
き
る
に
ふ
さ
わ
し
く
躍
動

感
溢
れ
る
曲
、

沖
縄
の
歴
史
的
背
景
や

島
民
性
か
ら
し
て
海
洋
気
風
溢
れ
る
琉
球

の
民
の
生
き
方
を
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
と
し

て
、
そ
の
多
く
を
学
び
「
生
涯
学
習
」
と

い
う
今
を
生
き
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
航

路
進
む
名
も
無
き
地
域
貢
献
の
学
び
人
た

ち
へ
の
応
援
歌
で
あ
り
た
い
・
・
・
と
い

う
想
い
か
ら
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。（
平

田
大
一
　
談
）

「
渡
れ
！
学
び
の
海
を
学
び
人
」
は
エ

イ
サ
ー
や
ダ
ン
ス
な
ど
演
奏
に
合
わ
せ
て

踊
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
と
口
ず
さ
む
よ

う
な
親
し
み
や
す
い
曲
で
す
。

生
涯
学
習
と
は
、
日
々
進
歩
す
る
知
識

や
技
能
の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
体
を
鍛
え

る
ス
ポ
ー
ツ
や
豊
か
な
情
操
を
培
う
芸
術

な
ど
、
人
間
の
存
在
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
「
学
び
」
を
意
味
し
ま
す
。

当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
一
人
ひ
と
り

の
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
学
習
で
き
る
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
参
加
を
促
し
、
生
涯
学

習
の
一
層
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
き
っ
か
け
に
、
皆
さ
ん
も
生
涯
学
習

に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
期
間
中
は
主
会

場
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
周

辺
に
臨
時
駐
車
場
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す

が
、
多
く
の
来
場
者
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
県
庁
前
駅
や
那
覇
軍
港
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

会
場
に
は
、
託
児
所
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま

す
の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
の
方
も

安
心
し
て
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

那
覇
市
の
奥
武
山
運
動
公
園
や
那
覇
市

民
会
館
等
で
も
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
ま
で
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
参
加
無

料
（
但
し
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
一
部
で
は

材
料
費
負
担
有
り
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
一
部
催
し
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
事

前
に
参
加
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

「
ま
な
び
丸
」
の
出
帆
式
の
設
定
で
盛
り

上
げ
る
「
総
合
開
会
式
」（
11
月
27
日

（
木
）
15
時
〜
、
劇
場
棟
）、
女
優
・
平
良

と
み
さ
ん
な
ど
に
よ
る
「
第
10
回
全
国
高

齢
者
社
会
参
加
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
３
in

沖
縄
」（
11
月
30
日
（
日
）
15
時
30
分
〜
、

劇
場
棟
）、
生
涯
学
習
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
11
月
30
日
（
日
）
13
時
〜
　
会
議
棟
１
）、

高
校
生
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
（
11
月
29
日

（
土
）
13
時
〜
）、
沖
縄
か
ら
新
た
な
出
航

の
設
定
で
次
期
開
催
県
へ
つ
な
ぐ
閉
会
式

（
12
月
１
日
（
月
）
15
時
〜
）
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
、
体
験
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

大
会
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ 
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